
広
報
富
士
河
口
湖

　
１２

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

2006年度西湖コウモリ穴コウモリ越冬調査の途中経過

今年も河口湖フィールドセンターの溶岩樹型に氷筍ができました

ショート・ニュース

　西湖コウモリ穴とそこにすむコウモリ類は、ともに昭和４年に国の天然記念物に指定されました。しかし、一時期無秩序な

利用によって荒れてしまったため、その保護のためにコウモリ穴の入り口を金網でおおい、結果としてコウモリ類が利用で

きない状態になっていました。平成１０年に旧足和田村で都留文科大学の今泉吉晴先生

ほかの専門家の意見を聞きながら「保護区」を設け、歩道を整備するなどして以降は、周

辺の青木ヶ原の自然と一緒に保護しながら、３月２０日から１１月３０日まで観光利用されて

来ました。

　越冬期の１２月から３月には、コウモリ類に影響がある可能性が高いので閉鎖していま

すが、この時期にどんな種類の、どの位の数のコウモリが利用し、その越冬期の生態はど

うなのかを知るために、２００５年１２月から西湖コウモリ穴、動物写真家中川雄三氏と自然

共生研究室が合同で月１～２回の調査を行い、その結果を教育委員会にも報告しました。

　昨年度の結果では、主にキクガシラコウモリが利用し、その他の３種は一時的に利用しただけであろうと考えられました。

そこで、昨年度と比較するために

今年度も調査を継続しています。

１２月～1月中旬の種類と数、位置

などをまとめたのが右の表です。

この時期、奥の保護区Aはキクガシ

ラにとって良好な越冬場所で、徐

々に手前の保護区Bや保護区外にも増えてきていること、コキクとモモジロ(写真)は手前の保護区Bを好むことなどがわか

って来ました。昨年度の１２月はキクガシラしか確認できなかったのに比べ、全体的に利用個体数が増加し、利用期間も長く

なってきていることがわかります。これから3月までに、どれだけ多くのコウモリが利用するか楽しみです。その結果は、また

改めて報告したいと思います。（＊絶滅危惧Ⅱ類）

　今年の冬は積雪が少なく、ようやく１月６日にまとまった積雪と霧氷が見られました

（下写真）。そこで、１２月には出来ていなかった氷筍（ひょうじゅん）が、１月１６日には左

の写真のような見事な姿となっていました。しかし、長さはバラバラで、長いものは１ｍ

近くもあるのに、短いものは１０ｃｍ足らずでした。細いものは長く、短いものは太い傾

向があるように思います。積雪と寒暖の繰り返しが、たった１０日間で、このような見事

な氷筍をつくったのです。溶岩樹型という富士山の芸術作品に、さらに氷の芸術作品が

加わった様子は、毎年のことながら息をのむ素晴らしさです。河口湖フィールドセンタ

ーも休館日の月曜日以外は開いていますので、機会がありましたら是非ご覧下さい。

・ビオトープのアシ刈りとモニタリング調査を、自然再生研究会と合同で２月中旬

　に行う予定です。

・観光ルネッサンス事業の一環としての「英語ネイチャーガイド研修」が、１月２６日か

　ら３月２４日まで６回行われる予定です。

・アースウオッチ国際プロジェクトの主任研究者会議が、アメリカのボストン（松

　坂投手が移籍したレッドソックスの本拠地）で２月２８日から３月５日まで開催され

　る予定です。

月日・場所

キクガシラコウモリ

１２月８日
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西湖コウモリ穴 コウモリ類越冬状況 ２００６～２００７年
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このページについてのお問合せは、富士河口湖町教育委員会 文化振興局（ステラシアター内）℡７２－５５７７までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

いよいよ平成１９年度会員募集！３月１日（木）いよいよスタート

河口湖ステラシアター・フレンドリークラブのお問合せ・お申し込み

河口湖ステラシアター℡0555-72-5588

Stellar theater 12 years anniversary. I want to be in love with music all the time.Stellar theater 12 years anniversary. I want to be in love with music all the time.Stellar theater 12 years anniversary. I want to be in love with music all the time.

音楽を心から楽しむスペースとして河口湖ステラシアター１２年。河口湖ステラシアター通信２月号

http://www.stellartheater.jp/

河口湖円形ホール【チケット好評発売中】

ステラシアター・チケットセンター℡72-5588

リブ・グラーセルによる音楽物語

　今回、末高明美と共にピアノの

連弾で河口湖円形ホールにリブ・

グラーセルが登場する。オスロ生

まれの彼女は、オスロでＲ・リー

フリンクに、パリ高等音楽院でＭ

・チャンピ、Ｖ・パールムター、モ

スクワ音楽院ではＬ・オボリンに

師事。現在はノルウェー国立音楽

大学教授を務める世界が注目す

るピアニストの一人だ。日本でも「高松ピアノ国際コンク

ール」で審査員を務めており、河口湖円形ホールの空間

と、彼女のピアノで聴くグリーグは最高の贅沢であろう。

　今回、リブ・グラーセルはペール・ギュント組曲『音楽物

語』より「第一組曲 op.46」「第二組曲 op.55」を演奏する。

　河口湖ステラシアター・フレンドリークラブは、２００７年度の会員募集を３月１日

（木）より開始いたします。このフレンドリークラブは、河口湖ステラシアター＆河口湖

円形ホールのコンサートを、より楽しんでいただくため、たくさんの特典を用意した会

員制度です。入会金は無料。年会費のみでご入会いただけます。

　特典として、①チケットの会員先行発売、②チケットの会員割引、�お手紙でのいち

早い情報のキャッチ、�協力・協賛いただいている町内の観光スポット・飲食店でのご

優待を受けることができます。

　今年７月には可動式屋根が出来上がり、リニュ

ーアル・オープンする河口湖ステラシアター。ぜ

ひ、富士山河口湖音楽祭からポップス系アーティストによるコンサートまで、２

００７年の河口湖ステラシアター＆河口湖円形ホールにご期待ください。

平成１９年３月１日（木）

入会日より翌年３月３１日まで

一般会員 1000円

（１公演につき２枚までチケット割引）

ファミリー会員 ２０００円

（１公演につき５枚までチケット割引）

無  料

2007フレンドリークラブ

受付開始

会員期間

年 会 費

入 会 金

河口湖ステラシアター２００７フレンドリークラブ

グリーグ没後１００年記念コンサート

３月３１日（土）グリーグ没後１００年記念コンサート

１７：３０開場　１８：００開演（全席自由３０００）

出演　末高明美（ピアノ）、リブ・グラーセル（ピアノ）、松谷友香（ソプラノ）、

　　　杉浦美知（ヴァイオリン）、大倉マヤ（語り）

今年6月末完成予定！工事順調！！

　富士山を真正面に望

み、大自然の中数々の

音楽シーンを展開して

きた野外音楽堂「河口

湖ステラシアター」に、

全天候型の可動屋根を

設置し、今年７月のオ

ープンを予定していま

す。多くの方々に親しまれてきた野外音楽堂としての雰

囲気を活かしつつ、リニューアルする河口湖ステラシア

ターは、今後もますますパワーアップして、良質なコンサ

ート、演劇や映画上映など多彩なジャンルで自然と一体と

なったオリジナルプログラムを今後も創造していきます。

　さて、工事もいよいよ基礎工事を終え、大きな鉄骨が組

まれ始めています。工事期間中は、河口湖ステラシアター

と一部周辺地域には立ち入りができません。また事務所

も地下の楽屋スペースに仮移転しております。ご用の際

は、事前にお電話をいただきますようお願いいたします。

河口湖ステラシアター可動屋根工事

河口湖ステラシアター℡72-5588
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▲2月11日（日）は、祝日の為、
　2月28日(日)は館内整理日
　の為休館です。

ブラウンベア読み聞かせ会（えいご）

2月13日（火）10：30～

うさぎのおやこ読み聞かせ会

2月27日（火）10：30～

エトワールの会読み聞かせ会

2月24日（日）10：30～

ブラウンベア読み聞かせ会（えいご）

2月17日（土）13：30～

◎生涯学習館の読み聞かせ会◎

●0・1・2・3歳対象

●幼児～小学生低学年対象

●小学生対象
お知らせ

大石・河口 火・木曜日 ３時～６時

９時～５時

２月２０日

２月１４日・２８日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 ４時～

2月の分館の予定

0555-73-1212　　　　　　　0555-73-1358

http://www.fujikawaguchiko.ed.jp　　　  library@fujikawaguchiko.ed.jp

問い合わせ／生涯学習館

読書会とは・・・皆で同じ本を読んで、その本について思っ

　　　　　　　た事や感じた事についておしゃべりします。

第3回目の課題図書は、「グッド・ラック」です。

興味のある方は、是非お気軽にご参加ください。小学生高

学年から読める本です。親子での参加も大歓迎です。

　日　　程：2月17日（土）午後2時～

　場　　所：生涯学習館　学習室1

　定　　員：15名　（年代は問いません。）

　課題図書：「グッド・ラック」

　　　　　　　アレックス・ロビラ／作　　ポプラ社

　　　　　　　＊本は生涯学習館で用意します。

　問い合わせ：生涯学習館　７３－１２１２

●水底の光/小池真理子　著  

○海坂藩大全(上・下)/藤沢周平　著

●ぴんはらり/栗林佐知　著

○�たまには、時事ネタ/斉藤美奈子　著

●至上最悪のウイルス(上・下)/グリーンフェルド　著

○�SQ生きかたの知能指数/ダニエル･ゴールマン　著

●極うま!漬物アレンジ料理/江上佳奈美　著

○新・買ってはいけない4/垣田達哉　著

●イグアナの嫁/細川貂々　著

　今年1月から始まったNHKの大河ドラマ

「風林火山」にちなんで、山本勘助コーナ

ーを設けました。山本勘助や武田家、武

田信玄に関する資料を多数展示、貸し出

ししています。郷土にゆかりのある人物

についてこの機会に是非触れてみてはい

かがでしょうか。

　生涯学習館の奥にヤング情報コーナー

があります。進路や様々な悩みに関する

本等が中心の中・高校生向きの本のコー

ナーです。現在、司書がすすめる本の展

示も行っていますのでご利用ください。

　又、本のリクエスト(予約)も受付けてい

ますので、読んでみたい本がありましたら

お気軽にお申し込みください。電話・FAX・

メールでもお受けしています。

★第3回読書会★★第3回読書会★

★新着図書案内★ ★話題の本★★新着図書案内★ ★話題の本★

中高生の皆さんへ
　　おすすめ本コーナー
中高生の皆さんへ
　　おすすめ本コーナー

★読み聞かせ会の時間が

　　　　　　変わりました！！

　　　4時～（30分間）です。

山本勘助 コーナー

☆募
集☆
☆募
集☆
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申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせく

ださい。また、各種教室のお申し込みは子ども未来創造館窓口でも受け付けますので、

お気軽にお尋ねください。
最近落し物が目立ちます。創造館では2ヶ月経ったら
処分しますので、心当たりのある方は取りに来てくだ
さい。

ブラウンベア

ひよこ教室

ひよこ教室

ひよこ教室

ふれあい教室

ふれあい教室

こどみらキッズ

伝承遊び

サイエンスBOX

こどみらベビー

こどみらベビー

こどみらベビー

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 3/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

★ 詳しくは子ども未来創造館においてある２月号の創造館だよりをご覧ください。

★ 体験してみたい教室の希望等がありましたら、生涯学習課までお気軽にお問い合わせください。

★2/4～3/10のカレンダー★

1歳児を対象にしたこどみらベビー・2歳児を対象にしたこどみらキッズ
でキッズ体操や季節の手遊びを楽しんでみませんか？

子ども部屋クローゼットのドアの向
こう側にあるモンスターの世界に、
人間の子どもが紛れ込んだ･･･。女の
子との出会いからモンスター界に大
騒動が巻き起こる。

こどみらベビー＆キッズ

こどみ
らキッズ(2歳児)こどみ
らキッズ(2歳児) こどみ

らベビー(1歳児)こどみ
らベビー(1歳児)

なし

日にち

申し込み

時　間

定　員 持ち物

2/1・22・3/15(木)

10：30～11：00

プラスチックのコップを使ったオリジナルの
キーホルダーづくりをします。オーブンで熱
して、やわらかいコップがあら不思議！キーホ
ルダーに大変身!

40名

2/17(土)～

100円

日にち

定　員

時　間

申し込み

参加費

3/3(土) 2時～

なし

日にち

申し込み

時　間

定　員 持ち物

2/10(土)

2時～4時

なし

日にち

申し込み

時　間

定　員 持ち物

2/6・20・3/6(火)

10：30～11：00

２月11日・建国記念日

２月12日・振り替え休日

森
の
映
画
会

サイ
エン
スＢ
ＯＸ

モンスターズ・インクモンスターズ・インクモンスターズ・インク

キーホルダー作り

プラコップの

キーホルダー作り

プラコップの

ベーゴマやけんだまで遊んだことはありま
すか？羽子板やおはじきのルールは知ってる
かな？この日、創造館で挑戦できます。おじ
いちゃんおばあちゃんと一緒に参加してね☆

200人(定員になり次第締め切ります)
受付中！
100円

日にち

定　員

時　間

申し込み
参加費

2/4(日)
2時～

伝承遊び体験伝承遊び体験伝承遊び体験

開館時間

月～金曜日　午前9時～午後6時

土・日曜日　午前9時～午後5時

※ 未就学児は必ず保護者と一緒に活動
　 してください。
※ 毎日12時から1時までは閉館します。
※ 冬季は日没が早いため、4時30分まで

　 には帰宅してください。

問い合わせ先　�72-6053

1月10日
（水）

1月10
日（水
）

1月10
日（水
）

1月10日(水)にミニチュアフードの教室を開催し、午前と午後に分かれて約80名の子ども達が参

加しました。ねんドル(ねんどのアイドル)の岡田ひとみ先生がかわいい作品と共に創造館に教

えに来てくれ、参加した子どもたちは小さな小さなねんどの作品を一生懸命作り上げていま

した。とても人気の教室だったので、また次の機会も楽しみにしていてください。
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お
知

ら
せ

＝
紙
わ
ら
べ
の
蔵
＝
　
ミ
ニ
講
習
会
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
採
用
２
等
陸
海
空
士
募
集

都
留
高
等
技
術
専
門
高
か
ら
の
お
知
ら
せ

『
法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
』
の
お
知
ら
せ

「
県
民
文
化
祭
　
み
ん
な
の
手
芸
展
」
開
催
！

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

　｢
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会｣

の
お
知
ら
せ

募
　
　
集

　
富
士
北
麓
の
自
然
豊
か

な
藤
づ
る
の
壁
飾
り
作
り

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
☆

元
気
の
出
る
赤
、
☆
可
憐

な
ピ
ン
ク
、
☆
癒
し
の
グ

リ
ー
ン
、
こ
の
３
種
の
中

か
ら
お
好
み
の
タ
イ
プ
を

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

直
径
50
セ
ン
チ
の
大
作
で

す
が
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

御
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ご
予
約
の
際
に
タ
イ
プ

　
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
２
月
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～

　
　
　
　
　
２
月
27
日
（
火
）
午
後
７
時
～

■
費
　
用
　
５
０
０
０
円

■
定
　
員
　
各
25
人

■
場
　
所
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
２
Ｆ
工
房

■
用
意
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

●
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
　
　(

℡
72-

３
０
８
２)

■
日
　
時
　
２
月
24
日(

土)

午
後
２
時
～
　
白
菜

　
　
　 
 
 

　
２
月
25
日(

日)

午
後
２
時
～
　
玉
ね
ぎ
　

■
講
習
料
　
材
料
費
込
み
で
5
0
0
円

　
　
　
　
　
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
　
紙
わ
ら
べ
の
蔵
（
℡
72-

６
２
３
３
）

※
講
習
会
以
外
で
も
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
制
作
体
験
が
で

　
き
ま
す
。
今
月
は
“
お
雛
様
”
で
す
。
体
験
料
2
0
0

　
円
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
年
　
齢
　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間
　
通
年

■
試
験
日
　
　
２
月
26
日
（
月
）
及
び
３
月
12
日
（
月
）

■
試
験
科
目
　
筆
記
・
口
述
試
験
、
作
文
、
適
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
身
体
検
査

■
採
用
日
　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
予
定

●
問
合
先
　
山
梨
地
域
協
力
本
部
大
月
地
域
事
務
所

　
　
　
大
月
市
御
太
刀
２
‐
８
‐
10
（
大
月
合
同
庁
舎
内
）

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
22
‐
１
２
９
８

『
在
職
者
訓
練
』
募
集

商
業
簿
記
入
門

■
日
　
程
　
４
月
下
旬
～
５
月
下
旬
ま
で
の
15
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
９
時
　
■
定
　
員
　
20
名

■
受
講
料
　
４
２
０
０
円

■
対
象
者
　
簿
記
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

■
受
　
付
　
2
月
23
日(

金)
『
訓
練
生
』
募
集

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
訓
練
期
間
　
４
月
～
３
月(

１
年
間)

■
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方(

平
成
19
年
３

　
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む)

で
、
原
則
と
し
て
30
歳
以

　
下
の
求
職
者

■
入
学
金
・
受
講
料
　
無
料(
教
科
書
代
は
自
己
負
担)

■
申
込
み
　
　
　
２
月
23
日
ま
で

■
入
校
選
考
日
　
３
月
５
日(

月)

機
械
科
・
服
飾
科

■
訓
練
期
間
　
４
月
～
９
月(

６
ヶ
月)

■
応
募
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
申
込
者

■
受
講
料
　
　
無
料(

教
科
書
代
等
は
自
己
負
担)

■
申
込
み
　
　
２
月
26
日
ま
で

■
入
校
選
考
日
　
３
月
９
日(

金)

●
訓
練
場
所
・
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
高

　
　
　
　
　
　
〒4

0
2
-
0
0
0
6

　
都
留
市
小
形
山
1
番
地

　
　
　
　
　
　T

E
L

0
5
5
4(

43)

8
9
1
1
　

　
　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
4(

43)

8
9
1
2

■
日
時
　
２
月
25
日(

日)

午
前
９
時
～
午
後
3
時
30
分

■
場
所
　
甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室
（
甲
府
市
北
口
）

■
相
談
内
容
　

　
・
土
地･

建
物
、
会
社
等
の
登
記
の
手
続
。
土
地
の
境
界
に

　
関
す
る
こ
と
、
相
続
問
題
・
遺
言
等
に
関
す
る
こ
と
、
婚

　
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等
に
関
す
る
こ
と
、
地
代
、
家
賃

　
の
支
払
い
等
借
地
・
借
家
に
関
す
る
こ
と
、
児
童
、
生
徒

　
の
「
い
じ
め
」「
体
罰
」
に
関
す
る
こ
と
、
あ
ら
ぬ
噂
や
中

　
傷
等
名
誉
、
信
用
に
関
す
る
こ
と
な
ど

●
主
催 

甲
府
地
方
法
務
局
（
℡
0
5
5
‐
2
5
2
‐
7
1
5
3
）

■
そ
の
他
　
登
記
・
供
託
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
を
利
用
し
て
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　h

t
t
p
:
/
/
i
n
f
o
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス(

音
声
ガ
イ
ド)

　
℡
０
５
５(

２
４
０)

６
０
２
７

■
日
　
時
　
２
月
24
日
（
土
）
３
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
の
み
４
時
ま
で
）

■
場
　
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー



広
報
富
士
河
口
湖

　
１７

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
よ
る

　
医
療
費
の
助
成

「
耳
の
日
フ
ェ
ス
タ
　
耳
の
日
　
記
念
講
演
会
」 

■
看
護
職
員
再
就
業
相
談
の
ご
案
内 

■
内
　
容
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
編
み
物
、
染
色
、
粘
土

　
　
　
　
　
細
工
、
陶
芸
、
切
り
絵
、
押
し
花
、
生
活

　
　
　
　
　
小
物
細
工
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど

●
問
合
先
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
℡
24-

4
4
0
6
）

■
日
　
時
　
３
月
４
日
（
日
）
　
午
後
１
時
開
場 

■
場
　
所
　
岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

　
　
　
　
　
『
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
』 

■
内
　
容
　
記
念
講
演
　
（
午
後
１
時
30
分
～
３
時
） 

　
①
「
ス
ト
レ
ス
と
難
聴
・
耳
鳴
・
め
ま
い
」

　
　
　
―
現
代
社
会
に
お
け
る
悩
み
― 

　
　
講
師
　
今
村
　
俊
一
先
生

　
　
（
山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
）
　

　
②
「
花
粉
症
の
話
」 

　
　
講
師
　
松
崎
　
全
成
先
生

　
　
（
山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
）
　 

■
相
談
会
　
午
後
３
時
～
３
時
30
分 

※
講
演
終
了
後
に
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
に
よ
る
講
演
内

　
容
並
び
に
難
聴
を
中
心
と
し
た
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部

　
外
科
の
病
気
、補
聴
器
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。 

■
主
　
催
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地
方
部
会

　
　
　
　
　
・
耳
鼻
咽
喉
科
医
会 

●
問
合
先
　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
7
3-

9
7
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

担
当
：
野
中
さ
つ
き)

 

　
　
　
　
　
な
か
ざ
わ
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
3
3-

8
7
4
4 

中
澤 

勉

　
「
あ
な
た
の
職
場
復
帰
を

　
　
　
　
　
　
　
期
待
し
て
い
ま
す
！
」

＝
結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
で
職
場
を
離
れ
た
看
護

職
員
の
皆
様
、今
は
ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。＝

　
看
護
職
員
の
需
要
は
、
医
療
の
進
歩
や
介
護
保
険
制
度

な
ど
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
お

り
、
有
効
求
人
倍
率
が
厳
し
い

昨
今
で
あ
っ
て
も
、
看
護
職
員

は
依
然
高
倍
率
で
す
。

　
あ
な
た
も
状
況
が
許
す
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
看
護
職
員

に
し
か
で
き
な
い
仕
事
は
病
院
、
診
療
所
、
訪
問
看
護
、
老

人
介
護
関
係
施
設
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
り
す
ぎ
て
再
就
業
が
不
安
と
思
っ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
思
い
切
っ
て
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
条
件
に
あ
っ
た
職
場
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◎
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
の
免
許
を
お
持

　
ち
の
方
。

◎
相
談
を
通
じ
て
知
り
え
た
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す

　
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
健
康
支
援
課
　
℡
（
24
）
９
０
３
４

　
こ
の
事
業
は
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
慢

性
的
な
病
気
に
対
し
、
そ
の
治
療
方
法
の
研
究
と
患
者
さ

ん
の
医
療
費
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
す
。

【
対
象
者
】

　
該
当
疾
患
お
よ
び
該
当
治
療
を
行
っ
て
い
る
山
梨
県

内
に
居
住
す
る
18
歳
未
満
の
児
童

【
該
当
疾
患
】

　
悪
性
新
生
物
、
慢
性
腎
疾
患
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性

心
疾
患
、
内
分
泌
疾
患
、
膠
原
病
、
糖
尿
病
、
先
天
性
代
謝

異
常
、
血
友
病
等
血
液
・
免
疫
疾
患
、
神
経
・
筋
疾
患
、
慢
性

消
化
器
疾
患

【
助
成
額
】

　
生
計
中
心
者
の
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
限
度
額
が

決
ま
り
ま
す
。

【
手
続
き
】

　
●
新
規
　
随
時

　
●
更
新
　
現
在
、
医
療
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
も
年
一

　
　
　
　
　
回
の
更
新
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
個

　
　
　
　
　
別
に
通
知
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
主
治
医
と

　
　
　
　
　
ご
相
談
の
上
、
更
新
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

　
　
　
　
　
い
。

●
問
合
先
　
健
康
支
援
課
　
℡
（
24
）
９
０
３
４



広
報
富
士
河
口
湖

　
１８

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
江
戸
時
代
船
津
村
の
年
貢
率

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

郡
司
　
真
聖
　
　
　
　
之
　
真
　
紀
　
船
津

枌
谷
　
和
奏
　
　
　
憲
　
　
美
也
子
　
船
津

西
山
　
和
輝
　
　
徳
　
能
　
由
利
江
　
船
津

菅
沼
　
華
伝
　
　
　
剛
　
　
　
恵
　
　
船
津

小
澤
柚
依
花
　
　
哲
　
哉
　
亜
津
佐
　
船
津

渡
邊
　
長
己
　
　
長
　
人
　
真
　
紀
　
小
立

保
坂
　
百
々
　
　
登
志
郎
　
由
　
香
　
浅
川

小
宮
山
岳
大
　
　
勝
　
明
　
さ
え
子
　
河
口

外
川
　
沙
莉
　
　
　
聡
　
　
絵
　
里
　
河
口

山
口
　
萌
奈
　
　
昌
　
彦
　
眞
理
子
　
大
石

渡
邊
笙
ノ
介
　
　
　
猛
　
　
智
　
子
　
勝
山

浅
田
　
真
奈
　
　
恒
　
彦
　
沙
　
知
　
大
嵐

古
屋
き
く
子
　
91
歳
　
古
屋
　
信
五
　
船
津

佐
野
　
文
　
　
52
歳
　
佐
野
た
け
の
　
船
津

羽
田
　
秀
雄
　
94
歳
　
赤
塚
　
繁
美
　
船
津

梶
原
た
つ
ゑ
　
84
歳
　
梶
原
　
正
義
　
船
津

三
浦
　
　
武
　
73
歳
　
三
浦
　
芳
彦
　
船
津

加
々
美
孝
明
　
83
歳
　
加
々
美
千
枝
子
　
船
津

渡
邊
　
宮
夫
　
85
歳
　
渡
邊
　
豊
美
　
小
立

野
島
美
千
代
　
57
歳
　
野
島
　
春
樹
　
小
立

駒
谷
　
　
巨
　
85
歳
　
駒
谷
　
安
明
　
河
口

渡
邊
　
照
文
　
35
歳
　
渡
邊
　
　
正
　
河
口

【
12
月
19
日
か
ら
1
月
18
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

ま
さ
と

わ
か
な

か
ず
き

か
で
ん

な
が
み

た
け
ひ
ろ

さ
　
り

ま
　
な

も
　
な

も
　
も

ゆ
　
い
　
か

し
ょ
う
の
す
け

　
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
の
庶
民
に
と
っ

て
は
、
定
率
減
税
の
廃
止
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
消
費
税

率
の
引
上
げ
な
ど
、
頭
の
痛
い
こ
と
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

本
号
で
は
江
戸
時
代
の
船
津
村
の
年
貢
率
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
時
代
の
ど
ん
な
状
況
を
反
映

し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
納
税
通
知
書
は
「
年
貢
免
状
」
と
か
「
年
貢
割

付
状
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
在
の
よ
う
に
個

人
に
通
知
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
村
宛
に
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
船
津
村
の
場
合
、
幕
領
に
な
っ
て
か
ら
は
、
毎
年
10
月
な

い
し
11
月
に
谷
村
代
官
所
の
代
官
名
で
通
知
さ
れ
て
い
ま

す
。
納
期
は
極
月
（
12
月
）
10
日
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
通

知
書
を
受
け
取
る
と
、
現
在
の
村
長
に
当
た
る
名
主
は
、
村

民
は
も
と
よ
り
、
入
作
と
い
っ
て
他
村
の
人
で
農
業
を
船
津

村
で
行
っ
て
い
る
人
ま
で
呼
び
集
め
て
寄
合
を
も
ち
、
そ
こ

で
各
自
の
負
担
額
を
決
め
ま
し
た
。
米
が
と
れ
な
い
船
津
村

で
は
金
納
と
い
っ
て
年
貢
は
銭
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
各
人
に
割
り
当
て
ら
れ
た
年
貢
金
は
名
主
の
所
へ
集
め

ら
れ
、
名
主
が
ま
と
め
て
代
官
所
へ
納
め
ま
し
た
。
１
回
だ

け
で
な
く
、
２
回
な
い
し
３
回
に
分
納
し
て
納
め
た
よ
う
で

す
。
年
貢
を
完
納
す
る
と
代
官
の
名
で
「
皆
済
目
録
」
と
呼
ば

れ
る
領
収
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。日
付
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、

翌
年
の
４
月
頃
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
　

　
と
こ
ろ
で
、「
年
貢
割
付
状
」
や
「
皆
済
目
録
」
を
見
て
注
意

を
惹
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
交
付
す
る
代
官
の

名
が
文
書
の
奥
中
央
に
大
き
く
書
か
れ
、
宛
名
の
納
税
者
で

あ
る
村
民
の
名
は
、
そ
の
斜
め
下
に
極
く
小
さ
く
「
右
村
名

主
・
組
頭
・
惣
百
姓
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
当

時
の
い
わ
ゆ
る
「
オ
カ
ミ
」
が
庶
民
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

た
か
を
端
的
に
表
し
て
い
る
書
式
で
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
年
貢
は
大
き
く
分
け
る
と
本
年
貢
と
そ
の

他
の
雑
税
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
船
津
の
本
年
貢
の
額
は
米
が
と
れ
な
い
た
め
、
諸
作
の
出

来
を
米
価
に
換
算
し
て
決
め
ま
し
た
。
そ
の
方
法
に
は
「
検

見
法
」
と
「
定
免
法
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
検
見
法
」
は
収
穫
量
を
検
査
し
て
、
そ
の
年
の
作
柄
を
考

慮
し
て
年
貢
額
を
課
す
方
法
で
あ
り
、「
定
免
法
」
は
作
柄
に

か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
一
定
額
を
課
す
方
法
で
す
。
船
津
村
で

は
「
検
見
法
」
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
米
価
の
変
動
が
激
し
か
っ
た
江
戸
時
代
、
年

貢
算
定
の
基
準
に
な
る
米
価
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
か

と
い
う
疑
問
が
お
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
張
紙
値
段
」
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
代
、
旗
本
や
御
家
人
の
禄

米
（
現
在
の
給
与
）
は
春
・
夏
・

冬
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時

米
と
貨
幣
の
換
算
額
が
江
戸

城
内
の
中
之
口
に
張
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
張
紙
値

段
」
で
す
が
、
年
貢
算
定
基
準

に
な
る
米
価
は
こ
れ
に
準
拠

し
て
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

 
 　

江
戸
時
代
の
年
貢
の
徴
収
額
の
割
合
を
表
す
言
葉
に
、「
５

公
５
民
」と
か「
４
公
６
民
」と
い
う
た
と
え
が
あ
り
ま
す
が
、

船
津
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
を
み
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
船
津
村
の
生
産
力
を
表
わ
す
村
高

2
0
1
石
７
斗
余
に
対
し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
年
貢
額
が
課

さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
 

以
下
、
こ
の
こ
と
を
宝
永
２
年
（
１
７
０
５
）
～
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）
の
1
6
3
年
間
で
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　
年
貢
率
は
年
貢
高
÷
村
高
で
表
せ
ま
す
が
、
船
津
村
の
平

均
の
年
貢
率
は
４
３
・
９
％
で
、
こ
れ
は
５
公
５
民
と
４
公

ね
ん
ぐ
め
ん
じ
ょ
う

な
ぬ
し

い
り
さ
く

く
み
が
し
ら

か
い
さ
い
も
く
ろ
く

け

み
ほ
う

じ
ょ
う
め
ん
ほ
う

は
り
が
み
ね
だ
ん

ろ
く

ま
い

ね
ん
ぐ
わ
り

つ
け
じ
ょ
う



広
報
富
士
河
口
湖

　
１９

日   

時
　
3
月
6
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,757人
(＋6)

 12,675人
(＋5)

 13,082人
　(＋1)

 8,708  
(－5)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

1月1日現在の
人口・世帯

鈴
木
　
蝶
子
　
76
歳
　
鈴
木
　
哲
人
　
河
口

細
谷
つ
た
ゑ
　
80
歳
　
細
谷
　
　
修
　
勝
山

流
石
八
重
子
　
91
歳
　
流
石
　
勇
一
　
勝
山

三
浦
　
義
輝
　
83
歳
　
三
浦
　
政
俊
　
長
浜

渡
邉
　
　
潔
　
75
歳
　
渡
邉
　
百
代
　
精
進

杉
村
　
拓
哉 

 

＝ 
 

川
口
木
綿
子
　
船
津

葛
西
　
数
馬 

 

＝ 
 

井
出
　
み
さ
　
船
津

宮
田
　
尚
洋 

 

＝ 
 

込
山
　
沙
織
　
船
津

古
谷
　
吉
永 

 

＝ 
 

渡
邉
華
奈
子
　
船
津

宇
田
川
　
勢 

 

＝ 
 

竹
川
　
　
愛
　
船
津

渡
邊
　
主
哉 

 

＝ 
 

市
川
　
純
子
　
小
立

久
保
田
寿
人 

 

＝ 
 

高
根
　
千
春
　
河
口

堀
内
　
裕
太 

 

＝ 
 

中
澤
　
麻
美
　
大
石

古
谷
　
竜
彦 

 

＝ 
 

手
塚
　
杏
子
　
西
湖
西

渡
邉
　
友
和 

 

＝ 
 

駒
井
　
由
香
　
大
嵐

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

Happy Wedding

６
民
の
ほ
ぼ
中
間
で
、
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
年
貢
率
に
符

合
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
本
年
貢
の
み
の

率
で
あ
っ
て
、
村
民
に
は
こ
の
他
に
も
色
々
な
雑
税
が
課
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
現
在
の
地
方
税
に
当
た
る
「
村
入
用
」
も

納
め
て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
さ
て
、
本
年
貢
の
率
が
一
番
高
か
っ
た
の
は
延
享
３
年
、

同
４
年
（
１
７
４
６
・
１
７
４
７
）
で
年
貢
率
は
５
１
・
５
％
、

反
対
に
最
も
低
か
っ
た
の
は
天
明
３
年
（
１
７
８
３
）
の
１

５
・
８
％
で
あ
り
、
次
い
で
天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
２
５
・
９

％
、
天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
２
７
・
６
％
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
全
体
と
し
て
は
時
代
が
下
が
る
に
従
っ
て
漸
減
し
て
い

ま
す
が
、
延
享
年
頃
に
一
時
的
に
増
加
し
、
こ
の
頃
が
一

番
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
年
貢

率
の
低
い
年
は
い
ず
れ
も
飢
饉
が
記
録
さ
れ
た
年
で
、
天

明
年
間
は
全
国
が
飢
饉
に
見
ま
わ
れ
た
時
期
で
、
特
に
関

東
・
東
北
地
方
の
被
害
が
甚
大
で
、
東
北
地
方
で
は
３
分

の
１
の
人
口
減
少
を
見
た
地
域
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
保
７
年
は
全
国
平
均
の
作
柄

が
４
分
作
で
、
世
に
知
ら
れ
た
天
保
飢
饉
が
慢
性
化
し
た

年
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
時
期
の

船
津
村
の
年
貢
率

の
低
さ
か
ら
は
、

色
々
な
こ
と
が
想

定
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
、
あ
ま
り

の
凶
作
の
た
め
、

年
貢
割
当
額
を
低

く
せ
ざ
る
を
え
な

っ
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
私
が

注
意
を
惹
か
れ
た

の
は
続
く
天
保
８
年
（
１
８
３
７
）
の
年
貢
の
こ
と
で
す
。
こ

の
年
の
「
皆
済
目
録
」
は
天
保
14
年
に
出
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
天
保
８
年
の
年
貢
は
う
ち
続
く
凶
作
の
た
め
完

納
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。い
や
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
６
年
も
後
に
漸
く
納
め
終
え
た
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
の
年
に
は
な
く
、
こ
の

年
の
凶
作
振
り
が
想
像
で
き
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
天
保
８
年
の
年
貢
率
は
３
２
・
６
％
で
天
明
３
年
よ
り

は
高
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
天
保
８
年
は
天
明

３
年
に
比
べ
て
飢
饉
の
程
度
が
相
対
的
に
ひ
ど
く
な
か
っ

た
と
考
え
る
の
か
、
幕
府
財
政
が
全
く
行
き
詰
ま
っ
た
天
保

期
、
ひ
ど
い
凶
作
の
中
で
も
年
貢
を
容
赦
し
な
か
っ
た
と
考

え
る
の
か
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
得
な
い
研
究
課
題
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
天
保
７
年
が
郡
内
騒
動
や
大
塩
平

八
郎
の
乱
が
起
き
た
年
で
あ
る
こ
と
で
す
。
郡
内
騒
動
は
、

江
戸
に
近
い
重
要
な
幕
領
で
あ
っ
た
甲
州
郡
内
で
起
き
た

大
き
な
打
ち
こ
わ
し
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
大
塩
平

八
郎
の
乱
は
幕
府
の
職
制
の
一
つ
大
坂
東
町
奉
行
所
の
与

力
が
起
こ
し
た
反
乱
、
つ
ま
り
身
内
が
起
こ
し
た
反
乱
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
ち
ら
も
幕
府
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
２
つ
の
騒
動
に
共

通
し
て
い
た
点
は
、
米
価
の
値
上
が
り
に
よ
る
庶
民
の
窮
乏

が
騒
動
の
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　

　
そ
う
考
え
る
と
、
天
保
７
、
８
年
の
船
津
村
の
年
貢
の
状

況
は
歴
史
の
大
き
な
波
動
を
写
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
天
保
７
、
８
年
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
一
見
無
味
乾
燥

に
見
え
る
年
貢
率
と
い
う
数
字
の
羅
列
に
、
実
は
歴
史
の
内

実
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
天
保
８
年
か
ら
30
年
後
、2
6
0
有
余
年
続
い
た
江
戸
幕

府
は
滅
び
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
間
、
日
本
は
激
動
の
時
代

を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　 
 
 
 

　
　
　
　
　
　 

文
化
財
審
議
会
委
員
　
中
村
章
彦

そ
ん
に
ゅ
う
よ
う
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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ー
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梨
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湖
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地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

EC00J0306

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　電話２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

１００
歳
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
　
　
倉
澤
か
め
子
さ
ん
（
勝
山
）

町
の
人
権
擁
護
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
毎
月
５
、
10
、
15
、
20
、
25
日

　
　
　
　
　   

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
こ
の
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
後
の
平
日
）

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3
）

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

今月の行政相談・心配ごと相談日

2月20日(火)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町交流センター

足和田出張所

上九一色出張所

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時

午後1時～3時

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

町の行政相談員さんは、　白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

富士河口湖町（旧上九一色村地域）の郵便番号変更
　現在、上九一色郵便局が担当しております富士河口湖町の旧上九一色地域における郵便・集配業務及び貯金・
保険の集金業務の受持ちを河口湖郵便局に変更することに伴い、2月26日（月）から、下記のとおり郵便番号を変
更させていただきます。

４０１－０３３６４０９－３７１３精　　進

区　別 町域名 現　在 改　正

富士河口湖町 シ

本　　栖モ

富士ケ嶺フ

４０１－０３３７４０９－３７１４

４０１－０３３８４０９－３７１５

　
勝
山
在
住
の
倉
澤
か
め
子
さ
ん
が
、
１

月
19
日
で
満
100
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
で
は
か
め

子
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
、
小
佐
野
町
長
が

お
宅
を
訪
問
し
、
か
め
子
さ
ん
の
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
倉
澤
か
め
子
さ
ん
は
、
明
治
40
年
１
月
19

日
生
れ
で
、
現
在
は
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
ま
な
す
」
に
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

誕
生
日
当
日
の
19
日
は
自
宅
に
戻
り
、
昨

年
白
寿
の
お
祝
い
で
贈
ら
れ
た
真
っ
白
な

頭
巾
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
姿
で
、
家
族
や

親
戚
の
方
々
の
祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
町
人
権
擁
護
委
員
の
入
替
え
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、

　
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護

し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
に
、

法
務
大
臣
が
全
国
に
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
し
て

い
る
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、

・
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
、
自

　
由
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。

・
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
す

　
る
こ
と
。

・
も
し
、人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合
は
、相
談

　
相
手
に
な
り
、適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

　
っ
て
救
済
す
る
こ
と
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、次
の
方
々
で
す
。

　
外
川
　
良
子 

（
船
津
） 

72
‐
１
１
６
０（
新
任
）

　
外
川
　
　
博 

（
船
津
） 

72
‐
０
７
５
７（
新
任
）

　
森
　
　
智
洪 

（
小
立
） 

72
‐
１
５
５
９

　
蒔
田
　
弥
生 

（
河
口
） 

76
‐
８
３
４
８

　
梶
原
久
和
枝 

（
大
石
） 

76
‐
７
９
０
６（
新
任
）

　
倉
澤
　
洋
一 

（
勝
山
） 

83
‐
２
０
８
３（
新
任
）

　
渡
辺
　
秀
一 

（
西
湖
） 

82
‐
２
５
４
７（
新
任
）

　
坂
牛
　
光
伸 

（
本
栖
） 

87
‐
２
４
２
２

　
佐
藤
　
茂
法 

（
富
士
ケ
嶺

） 

89
‐
２
３
５
４（
新
任
）

こ
こ
で
退
任
さ
れ
る
委
員
の
方
で
す
。

　
　
　
　
　
大
変
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
外
川
喜
重
郎（
船
津
）、　
堀
内
　
孝
治（
大
石
）

　
樋
浦
　
勇
蔵（
富
士
ケ
嶺

）、　
清
水
　
　
功（
勝
山
）

　
堀
内
　
大
八（
勝
山
）、　
渡
辺
　
勇
一（
西
湖
西

）

　
赤
池
　
孝
男（
船
津
）

（
敬
省
略
）


